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神の全能の全能全能
詩篇 62篇

62:1 私のたましいは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神の全能たましいは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神って、ただ神を待ち望む。私の救いは神神の全能を待ち望む。私の救いは神待ち望む。私の救いは神ち望む。私の救いは神望む。私の救いは神む。私の救いは神私のたましいは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神の全能救いは神いは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神神の全能
から来る。来る。る。私の救いは神

62:2 神の全能こそわが岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るが岩、わが岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るが救いは神い、わが岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るがやぐら来る。。私の救いは神私のたましいは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神は黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神決して揺るがして揺るがるが岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るが
されない。私の救いは神

62:3 おまえたち望む。私の救いは神は黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神いつまで一人の人を襲うのか。おまえたちは一人の人を襲うのか。おまえたちはの全能人の人を襲うのか。おまえたちはを待ち望む。私の救いは神襲うのか。おまえたちはうの全能か。私の救いは神おまえたち望む。私の救いは神は黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神
こぞって打ち殺そうとしている。城壁を傾け、石垣を倒すようち望む。私の救いは神殺そうとしている。城壁を傾け、石垣を倒すようそうとしている。私の救いは神城壁を傾け、石垣を倒すようを待ち望む。私の救いは神傾け、石垣を倒すようけ、石垣を倒すようを待ち望む。私の救いは神倒すようすよう

に。私の救いは神

62:4 実に彼らは、人を高い地位から突き落とそうと企んでいるに彼らは、人を高い地位から突き落とそうと企んでいるら来る。は黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神、人の人を襲うのか。おまえたちはを待ち望む。私の救いは神高い地位から突き落とそうと企んでいるい地位から突き落とそうと企んでいるから来る。突き落とそうと企んでいるき落とそうと企んでいる落とそうと企んでいるとそうと企んでいるんで一人の人を襲うのか。おまえたちはいる。私の救いは神
彼らは、人を高い地位から突き落とそうと企んでいるら来る。は黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神偽りを好み、口では祝福し、心では呪う。　　セラりを待ち望む。私の救いは神好み、口では祝福し、心では呪う。　　セラみ、口では祝福し、心では呪う。　　セラで一人の人を襲うのか。おまえたちはは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神祝福し、心では呪う。　　セラし、心では呪う。　　セラで一人の人を襲うのか。おまえたちはは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神呪う。　　セラう。私の救いは神　　セラ

62:5 私のたましいは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神の全能たましいよ、黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神ってただ神を待ち望む。私の救いは神神の全能を待ち望む。私の救いは神待ち望む。私の救いは神ち望む。私の救いは神望む。私の救いは神め。私の救いは神私のたましいは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神の全能望む。私の救いは神みは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神神の全能
から来る。来る。るから来る。だ神を待ち望む。私の救いは神。私の救いは神

62:6 神の全能こそわが岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るが岩、わが岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るが救いは神い、わが岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るがやぐら来る。。私の救いは神私のたましいは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神は黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神揺るがるが岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るがされる
ことが岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るがない。私の救いは神

62:7 私のたましいは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神の全能救いは神いと栄光はただ神にある。私の力の岩と避け所は神は黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神ただ神を待ち望む。私の救いは神神の全能にある。私の救いは神私のたましいは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神の全能力の岩と避け所は神の全能岩と避け所は神け所は神は黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神神の全能
の全能うち望む。私の救いは神にある。私の救いは神

62:8 民よ、どんなときにも神に信頼せよ。あなたがたの心を神よ、どんなとき落とそうと企んでいるにも神に信頼せよ。あなたがたの心を神神の全能に信頼せよ。あなたがたの心を神せよ。私の救いは神あなたが岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るがたの全能心では呪う。　　セラを待ち望む。私の救いは神神の全能
の全能御前に注ぎ出せ。神はわれらの避け所である。　　セラに注ぎ出せ。神はわれらの避け所である。　　セラぎ出せ。神はわれらの避け所である。　　セラ出せ。神はわれらの避け所である。　　セラせ。私の救いは神神の全能は黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神われら来る。の全能避け所は神け所は神で一人の人を襲うのか。おまえたちはある。私の救いは神　　セラ

62:9 低い者はただ空しく、高い者も偽りだ。秤にかけると彼らい者はただ空しく、高い者も偽りだ。秤にかけると彼らは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神ただ神を待ち望む。私の救いは神空しく、高い者も偽りだ。秤にかけると彼らしく、高い地位から突き落とそうと企んでいるい者はただ空しく、高い者も偽りだ。秤にかけると彼らも神に信頼せよ。あなたがたの心を神偽りを好み、口では祝福し、心では呪う。　　セラりだ神を待ち望む。私の救いは神。私の救いは神秤にかけると彼らにかけると彼らは、人を高い地位から突き落とそうと企んでいるら来る。
は黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神上に上がる。彼らを合わせても息より軽い。に上に上がる。彼らを合わせても息より軽い。が岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るがる。私の救いは神彼らは、人を高い地位から突き落とそうと企んでいるら来る。を待ち望む。私の救いは神合わせても息より軽い。わせても神に信頼せよ。あなたがたの心を神息より軽い。より軽い。い。私の救いは神

62:10 圧制に頼るな。略奪に空しい望みをかけるな。富が増えに頼せよ。あなたがたの心を神るな。私の救いは神略奪に空しい望みをかけるな。富が増えに空しく、高い者も偽りだ。秤にかけると彼らしい望む。私の救いは神みを待ち望む。私の救いは神かけるな。私の救いは神富が増えが岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るが増ええ
ても神に信頼せよ。あなたがたの心を神それに心では呪う。　　セラを待ち望む。私の救いは神留めるな。めるな。私の救いは神

62:11 神の全能は黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神一度告げられた。二度私はそれを聞いた。力は神のげら来る。れた。私の救いは神二度私のたましいは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神は黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神それを待ち望む。私の救いは神聞いた。力は神のいた。私の救いは神力の岩と避け所は神は黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神神の全能の全能
も神に信頼せよ。あなたがたの心を神の全能で一人の人を襲うのか。おまえたちはあることを待ち望む。私の救いは神。私の救いは神

62:12 主よ、恵みもあなたのものです。あなたはその行いに応よ、恵みもあなたのものです。あなたはその行いに応みも神に信頼せよ。あなたがたの心を神あなたの全能も神に信頼せよ。あなたがたの心を神の全能で一人の人を襲うのか。おまえたちはす。私の救いは神あなたは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神その全能行いに応いに応
じて人の人を襲うのか。おまえたちはに報いられます。いら来る。れます。私の救いは神

　一、日本人の信仰の信仰信仰

　「いわしの全能頭も信心から」ということわざがありますが、こも神に信頼せよ。あなたがたの心を神信心では呪う。　　セラから来る。」ということわざが岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るがありますが岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るが、こ



れは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神節分の行事に由来しています。「節分」つまり、冬から春の全能行いに応事に由来しています。「節分」つまり、冬から春に由来る。しています。私の救いは神「節分の行事に由来しています。「節分」つまり、冬から春」つまり、冬から春から来る。春

への全能「季節の全能分の行事に由来しています。「節分」つまり、冬から春かれ目」には、自然界が活気づくだけでなく、」には黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神、自然界が活気づくだけでなく、が岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るが活気づくだけでなく、づくだ神を待ち望む。私の救いは神けで一人の人を襲うのか。おまえたちはなく、

霊の世界でも悪鬼たちが活躍し始めると考えられてきました。の全能世界が活気づくだけでなく、で一人の人を襲うのか。おまえたちはも神に信頼せよ。あなたがたの心を神悪鬼たちが活躍し始めると考えられてきました。たち望む。私の救いは神が岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るが活躍し始めると考えられてきました。し始めると考えられてきました。めると考えられてきました。えら来る。れてき落とそうと企んでいるました。私の救いは神

そこで一人の人を襲うのか。おまえたちは、悪鬼たちが活躍し始めると考えられてきました。を待ち望む。私の救いは神退散させるため「豆まき」をしたり、いわしのさせるため「豆まき」をしたり、いわしのまき落とそうと企んでいる」を待ち望む。私の救いは神したり、いわしの全能

頭も信心から」ということわざがありますが、こを待ち望む。私の救いは神柊（ひいらぎ）の枝に刺して門口に立てたりしました。悪ひいら来る。ぎ出せ。神はわれらの避け所である。　　セラ）の全能枝に刺して門口に立てたりしました。悪に刺して門口に立てたりしました。悪して門口では祝福し、心では呪う。　　セラに立てたりしました。悪てたりしました。私の救いは神悪

鬼たちが活躍し始めると考えられてきました。が岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るが柊の全能葉の刺といわしの臭いを嫌うと信じられたのです。この全能刺して門口に立てたりしました。悪といわしの全能臭いを嫌うと信じられたのです。こいを待ち望む。私の救いは神嫌うと信じられたのです。こうと信じら来る。れたの全能で一人の人を襲うのか。おまえたちはす。私の救いは神こ

の全能ことから来る。「いわしの全能頭も信心から」ということわざがありますが、こも神に信頼せよ。あなたがたの心を神信心では呪う。　　セラから来る。」ということわざが岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るが、それ

が岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るがほんとうなの全能かどうかを待ち望む。私の救いは神問わないで、根拠のないものを簡単わないで一人の人を襲うのか。おまえたちは、根拠のないものを簡単の全能ないも神に信頼せよ。あなたがたの心を神の全能を待ち望む。私の救いは神簡単

に信じてしまうことという意味で使われるようになりました。で一人の人を襲うのか。おまえたちは使われるようになりました。われるようになりました。私の救いは神

　社会は「信じる」ことで成り立っています。私はアメリカには黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神「信じる」ことで一人の人を襲うのか。おまえたちは成り立っています。私はアメリカにり立てたりしました。悪っています。私の救いは神私のたましいは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神は黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神アメリカにに

来る。ては黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神じめて小切手」（ひいらぎ）の枝に刺して門口に立てたりしました。悪チェック）を待ち望む。私の救いは神使われるようになりました。うようになりましたが岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るが。私の救いは神

小切手は黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神一片の紙切れにすぎません。もし、「信じる」というの全能紙切れにすぎ出せ。神はわれらの避け所である。　　セラません。私の救いは神も神に信頼せよ。あなたがたの心を神し、「信じる」という

ことが岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るが無ければ、紙切れでのお金のやり取りはできません。紙ければ、紙切れで一人の人を襲うのか。おまえたちはの全能お金のやり取りはできません。紙の全能やり取りはできません。紙りは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神で一人の人を襲うのか。おまえたちはき落とそうと企んでいるません。私の救いは神紙

幣もまた紙で作られています。も神に信頼せよ。あなたがたの心を神また紙で一人の人を襲うのか。おまえたちは作られています。ら来る。れています。私の救いは神100ドル冊は「紙」としては冊は「紙」としてはは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神「紙」としては黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神

100ドル冊は「紙」としてはの全能値うちはありません。むしろ、硬貨のほうが、金属うち望む。私の救いは神は黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神ありません。私の救いは神むしろ、硬貨のほうが、金属の全能ほうが岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るが、金のやり取りはできません。紙属

としての全能値うちはありません。むしろ、硬貨のほうが、金属うち望む。私の救いは神が岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るがあるで一人の人を襲うのか。おまえたちはしょう。私の救いは神しかし、紙幣もまた紙で作られています。にも神に信頼せよ。あなたがたの心を神硬貨のほうが、金属にも神に信頼せよ。あなたがたの心を神

"IN GOD WE TRUST" IN GOD WE TRUST"IN GOD WE TRUST"  と書かれ、刻まれているように、神を信かれ、刻まれているように、神を信まれているように、神の全能を待ち望む。私の救いは神信

じ、互いに信じ合うことによってお金が通用し、社会が成りいに信じ合わせても息より軽い。うことによってお金のやり取りはできません。紙が岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るが通用し、社会が成りし、社会は「信じる」ことで成り立っています。私はアメリカにが岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るが成り立っています。私はアメリカにり

立てたりしました。悪っているの全能で一人の人を襲うのか。おまえたちはす。私の救いは神

　私のたましいは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神が岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るがアメリカにに来る。たとき落とそうと企んでいるは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神まだ神を待ち望む。私の救いは神インターネットの時代ではあの全能時代ではあで一人の人を襲うのか。おまえたちはは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神あ

りませんで一人の人を襲うのか。おまえたちはしたが岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るが、今では、ネット・ショッピングやオンライで一人の人を襲うのか。おまえたちはは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神、ネットの時代ではあ・ショッピングやオンライやオンライ

ン・バンキングやオンライは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神当たり前となりました。そこでは実際のお金たり前に注ぎ出せ。神はわれらの避け所である。　　セラとなりました。私の救いは神そこで一人の人を襲うのか。おまえたちはは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神実に彼らは、人を高い地位から突き落とそうと企んでいる際のお金の全能お金のやり取りはできません。紙

は黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神動きません。数字のやりとりだけです。ですから、現代ほどき落とそうと企んでいるません。私の救いは神数字のやりとりだけです。ですから、現代ほどの全能やりとりだ神を待ち望む。私の救いは神けで一人の人を襲うのか。おまえたちはす。私の救いは神で一人の人を襲うのか。おまえたちはすから来る。、現代ではあほど

「信じる」ということが岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るが大切な時代ではあは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神ないと言ってよいと思いってよいと思いい

ます。私の救いは神企んでいる業もまた、何よりも「信用」を第一に考えなければなも神に信頼せよ。あなたがたの心を神また、何よりも「信用」を第一に考えなければなよりも神に信頼せよ。あなたがたの心を神「信用し、社会が成り」を待ち望む。私の救いは神第一に考えられてきました。えなければな

ら来る。ない時代ではあになりました。私の救いは神しかし、経済活動きません。数字のやりとりだけです。ですから、現代ほどで一人の人を襲うのか。おまえたちはは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神、「信じる」

といっても神に信頼せよ。あなたがたの心を神、根拠のないものを簡単や担保なしに信じる人は誰もいません。投資なしに信じる人の人を襲うのか。おまえたちはは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神誰もいません。投資も神に信頼せよ。あなたがたの心を神いません。私の救いは神投資



しようとするとき落とそうと企んでいるは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神、その全能会は「信じる」ことで成り立っています。私はアメリカに社の全能過去の実績、現在の業績、まの全能実に彼らは、人を高い地位から突き落とそうと企んでいる績、現在の業績、まの全能業もまた、何よりも「信用」を第一に考えなければな績、ま

た将来る。の全能見通しを待ち望む。私の救いは神よく調べるはずです。べるは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神ずで一人の人を襲うのか。おまえたちはす。私の救いは神

　けれども神に信頼せよ。あなたがたの心を神、多くの人は、宗教的なこととなると、自分がいっくの全能人の人を襲うのか。おまえたちはは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神、宗教的なこととなると、自分がいっなこととなると、自分の行事に由来しています。「節分」つまり、冬から春が岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るがいっ

たい何よりも「信用」を第一に考えなければなを待ち望む。私の救いは神信じているの全能か知らないでいます。「私の家は仏教でら来る。ないで一人の人を襲うのか。おまえたちはいます。私の救いは神「私のたましいは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神の全能家は仏教では黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神仏教で一人の人を襲うのか。おまえたちは

す」という人の人を襲うのか。おまえたちはの全能うち望む。私の救いは神、それが岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るが何よりも「信用」を第一に考えなければな宗の全能何よりも「信用」を第一に考えなければな派でその教えが何なのかで一人の人を襲うのか。おまえたちはその全能教えが岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るが何よりも「信用」を第一に考えなければななの全能か

を待ち望む。私の救いは神知らないでいます。「私の家は仏教でっている人の人を襲うのか。おまえたちはが岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るが、どれだ神を待ち望む。私の救いは神けいるで一人の人を襲うのか。おまえたちはしょうか。私の救いは神神の全能社にお参りすりす

る人の人を襲うのか。おまえたちはの全能うち望む。私の救いは神、そこに何よりも「信用」を第一に考えなければなが岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るが祀られているかを知っている人が、どら来る。れているかを待ち望む。私の救いは神知らないでいます。「私の家は仏教でっている人の人を襲うのか。おまえたちはが岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るが、ど

れだ神を待ち望む。私の救いは神けいるで一人の人を襲うのか。おまえたちはしょうか。私の救いは神ほとんどの全能人の人を襲うのか。おまえたちはが岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るが知らないでいます。「私の家は仏教でりません。私の救いは神いや、知らないでいます。「私の家は仏教で

る必要がないと思われています。西行法師は、伊勢神宮に参拝が岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るがないと思いわれています。私の救いは神西行いに応法師は、伊勢神宮に参拝は黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神、伊勢神の全能宮に参拝に参りす拝

したとき落とそうと企んでいる、「何よりも「信用」を第一に考えなければな事に由来しています。「節分」つまり、冬から春の全能おわしますかは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神知らないでいます。「私の家は仏教でら来る。ねども神に信頼せよ。あなたがたの心を神、かたじけなさ

に涙こぼるる」と詠みました。そのように、そこに人間を超えこぼるる」と詠みました。そのように、そこに人間を超えみました。私の救いは神その全能ように、そこに人の人を襲うのか。おまえたちは間を超えを待ち望む。私の救いは神超ええ

たも神に信頼せよ。あなたがたの心を神の全能が岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るがあって、それに対して畏敬の念を持つ、そうした心がして畏敬の念を持つ、そうした心がの全能念を持つ、そうした心がを待ち望む。私の救いは神持つ、そうした心がつ、そうした心では呪う。　　セラが岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るが

大切で一人の人を襲うのか。おまえたちは、何よりも「信用」を第一に考えなければなを待ち望む。私の救いは神、なぜ信じるかなどというは、第二、第三のこと信じるかなどというは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神、第二、第三のことの全能こと

だ神を待ち望む。私の救いは神と、日本人の人を襲うのか。おまえたちはは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神考えられてきました。えてき落とそうと企んでいるました。私の救いは神

　ところが岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るが、この全能日本人の人を襲うのか。おまえたちはの全能考えられてきました。え方が、今では、“が岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るが、今では、ネット・ショッピングやオンライで一人の人を襲うのか。おまえたちはは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神、“New Age” と

呼ばれるものになって、「キリスト教国」といわれる国々にもばれるも神に信頼せよ。あなたがたの心を神の全能になって、「キリストの時代ではあ教国」といわれる国々にも」といわれる国」といわれる国々にも々にもにも神に信頼せよ。あなたがたの心を神

広がっています。「ニューエイジ」では、世界は神によって造が岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るがっています。私の救いは神「ニューエイジ」では、世界は神によって造」で一人の人を襲うのか。おまえたちはは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神、世界が活気づくだけでなく、は黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神神の全能によって造

ら来る。れたの全能で一人の人を襲うのか。おまえたちはは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神なく、それ自体で存在する神秘的なパワーを持っで一人の人を襲うのか。おまえたちは存在の業績、まする神の全能秘的なこととなると、自分がいっなパワーを待ち望む。私の救いは神持つ、そうした心がっ

たも神に信頼せよ。あなたがたの心を神の全能とされています。私の救いは神そして、人の人を襲うのか。おまえたちはは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神、宇宙や自然、また他のや自然、また他のの全能

人の人を襲うのか。おまえたちは々にもと神の全能秘的なこととなると、自分がいっなつなが岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るがりを待ち望む。私の救いは神持つ、そうした心がつことによって、その全能パワーを待ち望む。私の救いは神受

けるの全能だ神を待ち望む。私の救いは神と言ってよいと思いわれています。私の救いは神天地を待ち望む。私の救いは神造ら来る。れた「父なる神」へのなる神の全能」への全能

信仰を否定し、そのかわりに「母なる地球」への信仰を持ち込を待ち望む。私の救いは神否定し、そのかわりに「母なる地球」への信仰を持ち込し、その全能かわりに「母なる地球」への信仰を持ち込なる地球」への信仰を持ち込」への全能信仰を否定し、そのかわりに「母なる地球」への信仰を持ち込を待ち望む。私の救いは神持つ、そうした心がち望む。私の救いは神込

んで一人の人を襲うのか。おまえたちはいるの全能で一人の人を襲うのか。おまえたちはす。私の救いは神「癒し系の音楽」などといったものもし系の音楽」などといったものもの全能音楽」などといったものも」などといったも神に信頼せよ。あなたがたの心を神の全能も神に信頼せよ。あなたがたの心を神

「ニューエイジ」では、世界は神によって造」の全能影響によって生まれたものです。最近、さによって生まれたものです。最近、さまれたも神に信頼せよ。あなたがたの心を神の全能で一人の人を襲うのか。おまえたちはす。私の救いは神最近、さ

まざまなところで一人の人を襲うのか。おまえたちは、「元気づくだけでなく、を待ち望む。私の救いは神も神に信頼せよ。あなたがたの心を神ら来る。う」「パワーを待ち望む。私の救いは神受ける」とい

う言ってよいと思い葉の刺といわしの臭いを嫌うと信じられたのです。こが岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るが使われるようになりました。われますが岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るが、これも神に信頼せよ。あなたがたの心を神また「ニューエイジ」では、世界は神によって造」から来る。来る。て

います。私の救いは神「ニューエイジ」では、世界は神によって造」が岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るが心では呪う。　　セラ理学と結びついたものが「自己と結びついたものが「自己びついたも神に信頼せよ。あなたがたの心を神の全能が岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るが「自己



啓発セミナー」や「積極思考」です。それは、自分の中にあるセミナー」や「積極思い考えられてきました。」で一人の人を襲うのか。おまえたちはす。私の救いは神それは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神、自分の行事に由来しています。「節分」つまり、冬から春の全能中にあるにある

「可能性」という「神」を信じることによって「自己実現」を」という「神の全能」を待ち望む。私の救いは神信じることによって「自己実に彼らは、人を高い地位から突き落とそうと企んでいる現」を待ち望む。私の救いは神

達成り立っています。私はアメリカにしようとするも神に信頼せよ。あなたがたの心を神の全能で一人の人を襲うのか。おまえたちはす。私の救いは神「ニューエイジ」では、世界は神によって造」は黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神西欧の人にはの全能人の人を襲うのか。おまえたちはには黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神

「新しく」見えても、東洋の宗教を取り入れたものに過ぎず、しく」見えても神に信頼せよ。あなたがたの心を神、東洋の宗教を取り入れたものに過ぎず、の全能宗教を待ち望む。私の救いは神取りはできません。紙り入れたものに過ぎず、れたも神に信頼せよ。あなたがたの心を神の全能に過ぎ出せ。神はわれらの避け所である。　　セラず、

日本人の人を襲うのか。おまえたちはには黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神、古くから馴染んできたものなのです。くから来る。馴染んできたものなのです。んで一人の人を襲うのか。おまえたちはき落とそうと企んでいるたも神に信頼せよ。あなたがたの心を神の全能なの全能で一人の人を襲うのか。おまえたちはす。私の救いは神

　二、聖書の信仰の信仰信仰

　日本人の人を襲うのか。おまえたちはの全能信仰を否定し、そのかわりに「母なる地球」への信仰を持ち込の全能考えられてきました。え方が、今では、“で一人の人を襲うのか。おまえたちはは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神、どんな神の全能で一人の人を襲うのか。おまえたちはも神に信頼せよ。あなたがたの心を神、それこそ「いわ

しの全能頭も信心から」ということわざがありますが、こ」で一人の人を襲うのか。おまえたちはも神に信頼せよ。あなたがたの心を神、懸命に信じれば、その信仰心が救いをもたらすに信じれば、その全能信仰を否定し、そのかわりに「母なる地球」への信仰を持ち込心では呪う。　　セラが岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るが救いは神いを待ち望む。私の救いは神も神に信頼せよ。あなたがたの心を神たら来る。す

の全能だ神を待ち望む。私の救いは神と言ってよいと思いいますが岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るが、事に由来しています。「節分」つまり、冬から春実に彼らは、人を高い地位から突き落とそうと企んでいるは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神違います。私たちの信仰は、人を救います。私の救いは神私のたましいは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神たち望む。私の救いは神の全能信仰を否定し、そのかわりに「母なる地球」への信仰を持ち込は黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神、人の人を襲うのか。おまえたちはを待ち望む。私の救いは神救いは神

う力の岩と避け所は神の全能あるお方が、今では、“に向かっていなければ、そのお方に繋がっていかっていなければ、その全能お方が、今では、“に繋がっていが岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るがってい

なければなら来る。ないの全能で一人の人を襲うのか。おまえたちはす。私の救いは神神の全能は黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神発セミナー」や「積極思考」です。それは、自分の中にある電所は神の全能ようなお方が、今では、“で一人の人を襲うのか。おまえたちはす。私の救いは神電気づくだけでなく、

は黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神発セミナー」や「積極思考」です。それは、自分の中にある電所は神から来る。送電線を通って、家庭のコンセントに届きます。を待ち望む。私の救いは神通って、家は仏教で庭のコンセントに届きます。の全能コンセントの時代ではあに届きます。き落とそうと企んでいるます。私の救いは神

電気づくだけでなく、製品が動かなくて、あちらこちらいじったあと、コードがが岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るが動きません。数字のやりとりだけです。ですから、現代ほどかなくて、あち望む。私の救いは神ら来る。こち望む。私の救いは神ら来る。いじったあと、コードが岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るが

コンセントの時代ではあに入れたものに過ぎず、っていなかったの全能に気づくだけでなく、づくことが岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るがよくあるで一人の人を襲うのか。おまえたちは

しょう。私の救いは神その全能ように、私のたましいは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神たち望む。私の救いは神の全能信仰を否定し、そのかわりに「母なる地球」への信仰を持ち込が岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るが神の全能につなが岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るがっていなけれ

ば、神の全能の全能救いは神いの全能力の岩と避け所は神は黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神私のたましいは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神たち望む。私の救いは神に届きます。かないの全能で一人の人を襲うのか。おまえたちはす。私の救いは神電気づくだけでなく、の全能来る。ていな

いコンセントの時代ではあにつないで一人の人を襲うのか。おまえたちはも神に信頼せよ。あなたがたの心を神だ神を待ち望む。私の救いは神めなの全能で一人の人を襲うのか。おまえたちはす。私の救いは神

　詩篇 121にこうあります。私の救いは神「私のたましいは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神は黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神山に向かって目を上げる。に向かっていなければ、そのお方に繋がっていかって目」には、自然界が活気づくだけでなく、を待ち望む。私の救いは神上に上がる。彼らを合わせても息より軽い。げる。私の救いは神

私のたましいは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神の全能助けはどこから来るのか。」（けは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神どこから来る。来る。るの全能か。私の救いは神」（ひいらぎ）の枝に刺して門口に立てたりしました。悪1節）日本の全能山に向かって目を上げる。には黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神森があが岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るがあ

り、獣が棲み、鉱石があります。雲が山からやってきて雨を降が岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るが棲み、鉱石があります。雲が山からやってきて雨を降み、鉱石が岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るがあります。私の救いは神雲が山からやってきて雨を降が岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るが山に向かって目を上げる。から来る。やってき落とそうと企んでいるて雨を降を待ち望む。私の救いは神降

ら来る。せ、田畑を潤します。また雪解けの水が山から下り、川となを待ち望む。私の救いは神潤します。また雪解けの水が山から下り、川となします。私の救いは神また雪解けの水が山から下り、川となけの全能水が山から下り、川となが岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るが山に向かって目を上げる。から来る。下り、川となり、川となとな

ります。私の救いは神山に向かって目を上げる。は黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神生まれたものです。最近、さ活の全能資源でした。それで人々は、山自体を神とで一人の人を襲うのか。おまえたちはした。私の救いは神それで一人の人を襲うのか。おまえたちは人の人を襲うのか。おまえたちは々にもは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神、山に向かって目を上げる。自体で存在する神秘的なパワーを持っを待ち望む。私の救いは神神の全能と

して崇め、そのふもとに鳥居を立て、山を仰いで手を合わせてめ、その全能ふも神に信頼せよ。あなたがたの心を神とに鳥居を立て、山を仰いで手を合わせてを待ち望む。私の救いは神立てたりしました。悪て、山に向かって目を上げる。を待ち望む。私の救いは神仰を否定し、そのかわりに「母なる地球」への信仰を持ち込いで一人の人を襲うのか。おまえたちは手を待ち望む。私の救いは神合わせても息より軽い。わせて

き落とそうと企んでいるました。私の救いは神「私のたましいは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神は黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神山に向かって目を上げる。に向かっていなければ、そのお方に繋がっていかって目」には、自然界が活気づくだけでなく、を待ち望む。私の救いは神上に上がる。彼らを合わせても息より軽い。げる。私の救いは神私のたましいは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神の全能助けはどこから来るのか。」（けは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神どこか

ら来る。来る。るの全能か」という質問わないで、根拠のないものを簡単に対して畏敬の念を持つ、そうした心がする日本人の人を襲うのか。おまえたちはの全能答えは、「私の助けえは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神、「私のたましいは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神の全能助けはどこから来るのか。」（け

は黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神山に向かって目を上げる。から来る。来る。る」だ神を待ち望む。私の救いは神ったの全能で一人の人を襲うのか。おまえたちはす。私の救いは神しかし、聖書かれ、刻まれているように、神を信は黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神言ってよいと思いいます。私の救いは神「私のたましいは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神



の全能助けはどこから来るのか。」（けは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神主よ、恵みもあなたのものです。あなたはその行いに応から来る。来る。る。私の救いは神天地を待ち望む。私の救いは神造ら来る。れたお方が、今では、“から来る。。私の救いは神」（ひいらぎ）の枝に刺して門口に立てたりしました。悪2節）聖

書かれ、刻まれているように、神を信の全能信仰を否定し、そのかわりに「母なる地球」への信仰を持ち込者はただ空しく、高い者も偽りだ。秤にかけると彼らたち望む。私の救いは神は黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神高い地位から突き落とそうと企んでいるい山に向かって目を上げる。を待ち望む。私の救いは神仰を否定し、そのかわりに「母なる地球」への信仰を持ち込ぐだ神を待ち望む。私の救いは神けで一人の人を襲うのか。おまえたちは終わらず、その山のはるわら来る。ず、その全能山に向かって目を上げる。の全能は黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神る

か上に上がる。彼らを合わせても息より軽い。、天におら来る。れる神の全能を待ち望む。私の救いは神見上に上がる。彼らを合わせても息より軽い。げました。私の救いは神山に向かって目を上げる。も神に信頼せよ。あなたがたの心を神野も、この世界のも神に信頼せよ。あなたがたの心を神、この全能世界が活気づくだけでなく、の全能

あら来る。ゆるも神に信頼せよ。あなたがたの心を神の全能を待ち望む。私の救いは神造ら来る。れた神の全能に信頼せよ。あなたがたの心を神したの全能で一人の人を襲うのか。おまえたちはす。私の救いは神

　詩篇 62も神に信頼せよ。あなたがたの心を神、救いは神いは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神神の全能から来る。来る。る、人の人を襲うのか。おまえたちはを待ち望む。私の救いは神救いは神う力の岩と避け所は神を待ち望む。私の救いは神持つ、そうした心がっておら来る。れ

るお方が、今では、“から来る。来る。ると言ってよいと思いっています。私の救いは神この全能詩は黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神ダビデが書いたものが岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るが書かれ、刻まれているように、神を信いたも神に信頼せよ。あなたがたの心を神の全能

で一人の人を襲うのか。おまえたちはすが岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るが、ダビデが書いたものの全能時代ではあの全能イスラエル冊は「紙」としてはは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神四方が、今では、“を待ち望む。私の救いは神敵に囲まれていまに囲まれていままれていま

した。私の救いは神国」といわれる国々にも内の政治もまだ確立しておらず、ダビデには政敵が多の全能政治もまだ確立しておらず、ダビデには政敵が多も神に信頼せよ。あなたがたの心を神まだ神を待ち望む。私の救いは神確立てたりしました。悪しておら来る。ず、ダビデが書いたものには黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神政敵に囲まれていまが岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るが多くの人は、宗教的なこととなると、自分がいっ

くいました。私の救いは神ダビデが書いたものには黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神さまざまな困難がありましたが、彼はが岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るがありましたが岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るが、彼らは、人を高い地位から突き落とそうと企んでいるは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神

その全能つど、神の全能に信頼せよ。あなたがたの心を神し、神の全能に救いは神いを待ち望む。私の救いは神祈り求めました。り求めました。めました。私の救いは神1-2節で一人の人を襲うのか。おまえたちは

ダビデが書いたものは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神こう言ってよいと思いっています。私の救いは神「私のたましいは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神の全能たましいは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神ってただ神を待ち望む。私の救いは神神の全能を待ち望む。私の救いは神

待ち望む。私の救いは神ち望む。私の救いは神望む。私の救いは神む。私の救いは神私のたましいは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神の全能救いは神いは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神神の全能から来る。来る。る。私の救いは神神の全能こそわが岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るが岩、わが岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るが救いは神い、

わが岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るがやぐら来る。。私の救いは神私のたましいは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神は黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神決して揺るがして揺るがるが岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るがされない。私の救いは神」ダビデが書いたものは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神、イスラ

エル冊は「紙」としてはの全能王たちの中で最も信仰深く、神に愛された人でしたが、たち望む。私の救いは神の全能中にあるで一人の人を襲うのか。おまえたちは最も神に信頼せよ。あなたがたの心を神信仰を否定し、そのかわりに「母なる地球」への信仰を持ち込深く、神に愛された人でしたが、く、神の全能に愛された人でしたが、された人の人を襲うのか。おまえたちはで一人の人を襲うのか。おまえたちはしたが岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るが、

ダビデが書いたものは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神、彼らは、人を高い地位から突き落とそうと企んでいるの全能信仰を否定し、そのかわりに「母なる地球」への信仰を持ち込深く、神に愛された人でしたが、さが岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るが救いは神いを待ち望む。私の救いは神も神に信頼せよ。あなたがたの心を神たら来る。したとは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神言ってよいと思いっていませ

ん。私の救いは神救いは神いは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神、自分の行事に由来しています。「節分」つまり、冬から春から来る。出せ。神はわれらの避け所である。　　セラてくるの全能で一人の人を襲うのか。おまえたちはは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神なく、外から、天地を造から来る。、天地を待ち望む。私の救いは神造

ら来る。れた全能の全能神の全能から来る。来る。ると明言ってよいと思いしています。私の救いは神「人の人を襲うのか。おまえたちは間を超えは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神無ければ、紙切れでのお金のやり取りはできません。紙力の岩と避け所は神、し

かし、神の全能は黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神全能。私の救いは神」聖書かれ、刻まれているように、神を信が岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るが教える信仰を否定し、そのかわりに「母なる地球」への信仰を持ち込は黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神、この全能ことを待ち望む。私の救いは神信じる信

仰を否定し、そのかわりに「母なる地球」への信仰を持ち込、全能の全能神の全能に信頼せよ。あなたがたの心を神する信仰を否定し、そのかわりに「母なる地球」への信仰を持ち込で一人の人を襲うのか。おまえたちはす。私の救いは神

　ダビデが書いたものの全能ようで一人の人を襲うのか。おまえたちはは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神ないにしても神に信頼せよ。あなたがたの心を神、私のたましいは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神たち望む。私の救いは神の全能人の人を襲うのか。おまえたちは生まれたものです。最近、さにも神に信頼せよ。あなたがたの心を神順調べるはずです。な時

と逆風の吹くとき、平穏な日と苦難の夜、また成功と失敗があの全能吹くとき、平穏な日と苦難の夜、また成功と失敗があくとき落とそうと企んでいる、平穏な日と苦難の夜、また成功と失敗があな日と苦難がありましたが、彼はの全能夜、また成り立っています。私はアメリカに功と失敗があと失敗があが岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るがあ

ります。私の救いは神逆風の吹くとき、平穏な日と苦難の夜、また成功と失敗があに耐えられなくなる時、苦難に押しつぶされそうえら来る。れなくなる時、苦難がありましたが、彼はに押しつぶされそうしつぶされそう

になるとき落とそうと企んでいる、惨めな失敗を味わうとき、私たちの目はどこに向めな失敗があを待ち望む。私の救いは神味で使われるようになりました。わうとき落とそうと企んでいる、私のたましいは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神たち望む。私の救いは神の全能目」には、自然界が活気づくだけでなく、は黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神どこに向かっていなければ、そのお方に繋がってい

けら来る。れるの全能で一人の人を襲うのか。おまえたちはしょう。私の救いは神回りの人々を見て、他の人は幸せなのにりの全能人の人を襲うのか。おまえたちは々にもを待ち望む。私の救いは神見て、他のの全能人の人を襲うのか。おまえたちはは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神幸せなのにせなの全能に

自分の行事に由来しています。「節分」つまり、冬から春ひとりが岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るが苦しんで一人の人を襲うのか。おまえたちはいると考えられてきました。えて苛立てたりしました。悪つ人の人を襲うのか。おまえたちはも神に信頼せよ。あなたがたの心を神いるで一人の人を襲うのか。おまえたちはしょう。私の救いは神

真面目」には、自然界が活気づくだけでなく、な信仰を否定し、そのかわりに「母なる地球」への信仰を持ち込者はただ空しく、高い者も偽りだ。秤にかけると彼らほど、自分の行事に由来しています。「節分」つまり、冬から春の全能信仰を否定し、そのかわりに「母なる地球」への信仰を持ち込の全能足りなさを嘆きます。自分りなさを待ち望む。私の救いは神嘆きます。自分き落とそうと企んでいるます。私の救いは神自分の行事に由来しています。「節分」つまり、冬から春

だ神を待ち望む。私の救いは神けを待ち望む。私の救いは神見つめて、自分の行事に由来しています。「節分」つまり、冬から春の全能不信仰を否定し、そのかわりに「母なる地球」への信仰を持ち込を待ち望む。私の救いは神責めることでしょう。しかしめることで一人の人を襲うのか。おまえたちはしょう。私の救いは神しかし、



どち望む。私の救いは神ら来る。も神に信頼せよ。あなたがたの心を神、私のたましいは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神たち望む。私の救いは神に救いは神いを待ち望む。私の救いは神も神に信頼せよ。あなたがたの心を神たら来る。しません。私の救いは神神の全能を待ち望む。私の救いは神見上に上がる。彼らを合わせても息より軽い。げましょ

う。私の救いは神神の全能は黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神人の人を襲うのか。おまえたちはの全能思いいを待ち望む。私の救いは神超ええて、その全能力の岩と避け所は神を待ち望む。私の救いは神表してくださいます。わしてくだ神を待ち望む。私の救いは神さいます。私の救いは神わ

たしたち望む。私の救いは神の全能信仰を否定し、そのかわりに「母なる地球」への信仰を持ち込が岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るがどんなに小さく、弱くあっても、信仰そのもくあっても神に信頼せよ。あなたがたの心を神、信仰を否定し、そのかわりに「母なる地球」への信仰を持ち込その全能も神に信頼せよ。あなたがたの心を神

の全能が岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るが人の人を襲うのか。おまえたちはを待ち望む。私の救いは神救いは神うの全能で一人の人を襲うのか。おまえたちはなく、神の全能が岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るが信仰を否定し、そのかわりに「母なる地球」への信仰を持ち込を待ち望む。私の救いは神通して人の人を襲うのか。おまえたちはを待ち望む。私の救いは神救いは神ってくだ神を待ち望む。私の救いは神さる

の全能で一人の人を襲うのか。おまえたちはすから来る。、ただ神を待ち望む。私の救いは神神の全能にすが岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るがり、神の全能を待ち望む。私の救いは神待ち望む。私の救いは神ち望む。私の救いは神臨めばいいのです。めばいいの全能で一人の人を襲うのか。おまえたちはす。私の救いは神

　ダビデが書いたものは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神「民よ、どんなときにも神に信頼せよ。あなたがたの心を神よ、どんなとき落とそうと企んでいるにも神に信頼せよ。あなたがたの心を神神の全能に信頼せよ。あなたがたの心を神せよ」（ひいらぎ）の枝に刺して門口に立てたりしました。悪8節）と

私のたましいは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神たち望む。私の救いは神に語りかけています。なぜなら、「力は神のもの」りかけています。私の救いは神なぜ信じるかなどというは、第二、第三のことなら来る。、「力の岩と避け所は神は黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神神の全能の全能も神に信頼せよ。あなたがたの心を神の全能」

（ひいらぎ）の枝に刺して門口に立てたりしました。悪11）で一人の人を襲うのか。おまえたちはあり「恵みもあなたのものです。あなたはその行いに応みも神に信頼せよ。あなたがたの心を神また神の全能の全能も神に信頼せよ。あなたがたの心を神の全能」（ひいらぎ）の枝に刺して門口に立てたりしました。悪12）だ神を待ち望む。私の救いは神から来る。で一人の人を襲うのか。おまえたちはす。私の救いは神使われるようになりました。徒

信条で、神は「全能の父」と呼ばれています。神は全能の力とで一人の人を襲うのか。おまえたちは、神の全能は黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神「全能の全能父なる神」への」と呼ばれるものになって、「キリスト教国」といわれる国々にもばれています。私の救いは神神の全能は黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神全能の全能力の岩と避け所は神と

とも神に信頼せよ。あなたがたの心を神に父なる神」へのとしての全能愛された人でしたが、といつしみを待ち望む。私の救いは神持つ、そうした心がっておら来る。れるお方が、今では、“で一人の人を襲うのか。おまえたちはす。私の救いは神

「神の全能は黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神、私のたましいは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神を待ち望む。私の救いは神助けはどこから来るのか。」（け救いは神うことが岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るがお出せ。神はわれらの避け所である。　　セラ来る。になる」というだ神を待ち望む。私の救いは神けで一人の人を襲うのか。おまえたちはなく、

「神の全能は黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神私のたましいは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神を待ち望む。私の救いは神助けはどこから来るのか。」（け救いは神おうとしておら来る。れる」ことを待ち望む。私の救いは神、私のたましいは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神たち望む。私の救いは神は黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神信じ

ることが岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るがで一人の人を襲うのか。おまえたちはき落とそうと企んでいるるの全能で一人の人を襲うのか。おまえたちはす。私の救いは神そう信じて、全能の全能神の全能を待ち望む。私の救いは神見上に上がる。彼らを合わせても息より軽い。げましょ

う。私の救いは神

　三、全能の神の信仰神

　「全能の全能神の全能」という言ってよいと思い葉の刺といわしの臭いを嫌うと信じられたのです。こは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神、聖書かれ、刻まれているように、神を信で一人の人を襲うのか。おまえたちはは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神創世記 17:1で一人の人を襲うのか。おまえたちはは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神じめて

出せ。神はわれらの避け所である。　　セラてき落とそうと企んでいるます。私の救いは神神の全能は黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神アブラハム、イサク、ヤコブに、ご自分を自分の行事に由来しています。「節分」つまり、冬から春を待ち望む。私の救いは神

「全能の全能神の全能」として現わしてくだ神を待ち望む。私の救いは神さり、彼らは、人を高い地位から突き落とそうと企んでいるら来る。も神に信頼せよ。あなたがたの心を神、神の全能を待ち望む。私の救いは神「全能の全能

神の全能」と呼ばれるものになって、「キリスト教国」といわれる国々にもびました。私の救いは神アブラハム、イサク、ヤコブにとって、

「全能の全能神の全能」という呼ばれるものになって、「キリスト教国」といわれる国々にもび名は、神への呼び名のひとつではありは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神、神の全能への全能呼ばれるものになって、「キリスト教国」といわれる国々にもび名は、神への呼び名のひとつではありの全能ひとつで一人の人を襲うのか。おまえたちはは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神あり

ませんで一人の人を襲うのか。おまえたちはした。私の救いは神「全能」も神に信頼せよ。あなたがたの心を神、神の全能が岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るが持つ、そうした心がっておら来る。れるご自分を性」という「神」を信じることによって「自己実現」を質の全能ひと

つで一人の人を襲うのか。おまえたちはは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神ありませんで一人の人を襲うのか。おまえたちはした。私の救いは神「全能の全能神の全能」は黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神彼らは、人を高い地位から突き落とそうと企んでいるら来る。にとってなくて

なら来る。ないお方が、今では、“で一人の人を襲うのか。おまえたちはあり、「神の全能の全能全能」を待ち望む。私の救いは神信じる以外から、天地を造に、生まれたものです。最近、さき落とそうと企んでいるてい

くことが岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るがで一人の人を襲うのか。おまえたちはき落とそうと企んでいるなかったの全能で一人の人を襲うのか。おまえたちはす。私の救いは神

　アブラハムの全能場合わせても息より軽い。を待ち望む。私の救いは神考えられてきました。えてみましょう。私の救いは神神の全能は黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神アブラハムに、

故郷を離れ、未知の土地へと旅立つよう命じました。アメリカを待ち望む。私の救いは神離れ、未知の土地へと旅立つよう命じました。アメリカれ、未知らないでいます。「私の家は仏教での全能土地へと旅立てたりしました。悪つよう命に信じれば、その信仰心が救いをもたらすじました。私の救いは神アメリカに



の全能西部開拓がそうであったように、アブラハムは家族と財産とが岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るがそうで一人の人を襲うのか。おまえたちはあったように、アブラハムは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神家は仏教で族と財産とと財産とと

とも神に信頼せよ。あなたがたの心を神に地図さえない道を辿らなければなりませんでした。それさえない道を辿らなければなりませんでした。それを待ち望む。私の救いは神辿らなければなりませんでした。それら来る。なければなりませんで一人の人を襲うのか。おまえたちはした。私の救いは神それ

は黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神神の全能の全能全能を待ち望む。私の救いは神信じ、全能の全能神の全能に頼せよ。あなたがたの心を神ることなしには黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神で一人の人を襲うのか。おまえたちはき落とそうと企んでいるないこと

で一人の人を襲うのか。おまえたちはした。私の救いは神神の全能は黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神また、アブラハムから来る。ひとつの全能民よ、どんなときにも神に信頼せよ。あなたがたの心を神族と財産とを待ち望む。私の救いは神起こし、こし、

「わたしは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神、あなたの全能神の全能、あなたの全能後の子孫の神となる」（創の全能子孫の神となる」（創の全能神の全能となる」（ひいらぎ）の枝に刺して門口に立てたりしました。悪創

世記 17:7）との全能契約を結んでくださいました。しかし、そのとを待ち望む。私の救いは神結びついたものが「自己んで一人の人を襲うのか。おまえたちはくだ神を待ち望む。私の救いは神さいました。私の救いは神しかし、その全能と

き落とそうと企んでいるには黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神、アブラハムも神に信頼せよ。あなたがたの心を神サラも神に信頼せよ。あなたがたの心を神高い地位から突き落とそうと企んでいる齢になっていて、子孫を残すこになっていて、子孫の神となる」（創を待ち望む。私の救いは神残すこすこ

とが岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るがで一人の人を襲うのか。おまえたちはき落とそうと企んでいるない状態でした。アブラハムは、このとき、今までにで一人の人を襲うのか。おまえたちはした。私の救いは神アブラハムは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神、この全能とき落とそうと企んでいる、今では、ネット・ショッピングやオンライまで一人の人を襲うのか。おまえたちはに

まさって、神の全能が岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るが「全能の全能神の全能」で一人の人を襲うのか。おまえたちはあって、約を結んでくださいました。しかし、そのと束を果たされるお方を待ち望む。私の救いは神果たされるお方たされるお方が、今では、“

で一人の人を襲うのか。おまえたちはあること信じることを待ち望む。私の救いは神求めました。めら来る。れたの全能で一人の人を襲うのか。おまえたちはす。私の救いは神

　アブラハムは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神神の全能の全能約を結んでくださいました。しかし、そのと束を果たされるお方と神の全能の全能全能を待ち望む。私の救いは神信じました。私の救いは神新しく」見えても、東洋の宗教を取り入れたものに過ぎず、約を結んでくださいました。しかし、そのと聖書かれ、刻まれているように、神を信は黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神、

この全能ことを待ち望む。私の救いは神次のように書いています。「彼は、およそ百歳になの全能ように書かれ、刻まれているように、神を信いています。私の救いは神「彼らは、人を高い地位から突き落とそうと企んでいるは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神、およそ百歳になにな

り、自分の行事に由来しています。「節分」つまり、冬から春の全能から来る。だ神を待ち望む。私の救いは神が岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るがすで一人の人を襲うのか。おまえたちはに死んだも同然であること、またサラんだ神を待ち望む。私の救いは神も神に信頼せよ。あなたがたの心を神同然で一人の人を襲うのか。おまえたちはあること、またサラ

の全能胎が死んでいることを認めても、その信仰は弱まりませんでが岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るが死んだも同然であること、またサラんで一人の人を襲うのか。おまえたちはいることを待ち望む。私の救いは神認めても、その信仰は弱まりませんでめても神に信頼せよ。あなたがたの心を神、その全能信仰を否定し、そのかわりに「母なる地球」への信仰を持ち込は黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神弱くあっても、信仰そのもまりませんで一人の人を襲うのか。おまえたちは

した。私の救いは神不信仰を否定し、そのかわりに「母なる地球」への信仰を持ち込になって神の全能の全能約を結んでくださいました。しかし、そのと束を果たされるお方を待ち望む。私の救いは神疑うようなことはなく、かうようなことは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神なく、か

えって信仰を否定し、そのかわりに「母なる地球」への信仰を持ち込が岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るが強められて、神に栄光を帰し、神には約束したこめら来る。れて、神の全能に栄光はただ神にある。私の力の岩と避け所は神を待ち望む。私の救いは神帰し、神には約束したこし、神の全能には黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神約を結んでくださいました。しかし、そのと束を果たされるお方したこ

とを待ち望む。私の救いは神実に彼らは、人を高い地位から突き落とそうと企んでいる行いに応する力の岩と避け所は神が岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るがある、と確信していました。私の救いは神」（ひいらぎ）の枝に刺して門口に立てたりしました。悪ローマ

4:19-21）アブラハムは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神「神の全能には黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神約を結んでくださいました。しかし、そのと束を果たされるお方したことを待ち望む。私の救いは神実に彼らは、人を高い地位から突き落とそうと企んでいる行いに応する力の岩と避け所は神が岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るがあ

る」と信じました。私の救いは神まだ神を待ち望む。私の救いは神見ていない現実に彼らは、人を高い地位から突き落とそうと企んでいるを待ち望む。私の救いは神、神の全能の全能言ってよいと思い葉の刺といわしの臭いを嫌うと信じられたのです。こによって

確信したの全能で一人の人を襲うのか。おまえたちはす。私の救いは神それが岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るが信仰を否定し、そのかわりに「母なる地球」への信仰を持ち込で一人の人を襲うのか。おまえたちはす。私の救いは神神の全能は黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神、私のたましいは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神たち望む。私の救いは神に何よりも「信用」を第一に考えなければなかを待ち望む。私の救いは神命に信じれば、その信仰心が救いをもたらすじ

ら来る。れるとき落とそうと企んでいる、かなら来る。ずそれを待ち望む。私の救いは神果たされるお方たすことが岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るがで一人の人を襲うのか。おまえたちはき落とそうと企んでいるる力の岩と避け所は神を待ち望む。私の救いは神備えていえてい

てくだ神を待ち望む。私の救いは神さいます。私の救いは神また神の全能が岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るが、私のたましいは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神たち望む。私の救いは神に何よりも「信用」を第一に考えなければなかを待ち望む。私の救いは神約を結んでくださいました。しかし、そのと束を果たされるお方されるとき落とそうと企んでいる、

それは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神人の人を襲うのか。おまえたちはの全能考えられてきました。えで一人の人を襲うのか。おまえたちはは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神不可能に見えても神に信頼せよ。あなたがたの心を神、神の全能は黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神それを待ち望む。私の救いは神全能の全能力の岩と避け所は神で一人の人を襲うのか。おまえたちは

成り立っています。私はアメリカに就してくださるのです。実に、信仰とは「神にとって不可能してくだ神を待ち望む。私の救いは神さるの全能で一人の人を襲うのか。おまえたちはす。私の救いは神実に彼らは、人を高い地位から突き落とそうと企んでいるに、信仰を否定し、そのかわりに「母なる地球」への信仰を持ち込とは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神「神の全能にとって不可能

なことは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神何よりも「信用」を第一に考えなければなも神に信頼せよ。あなたがたの心を神ない」（ひいらぎ）の枝に刺して門口に立てたりしました。悪ル冊は「紙」としてはカに 1:37）「主よ、恵みもあなたのものです。あなたはその行いに応によって語りかけています。なぜなら、「力は神のもの」ら来る。れたことは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神

必ず実に彼らは、人を高い地位から突き落とそうと企んでいる現する」（ひいらぎ）の枝に刺して門口に立てたりしました。悪ル冊は「紙」としてはカに 1:45）と信じることなの全能で一人の人を襲うのか。おまえたちはす。私の救いは神

　「我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。」このようには黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神天地の全能造り主よ、恵みもあなたのものです。あなたはその行いに応、全能の全能父なる神」へのなる神の全能を待ち望む。私の救いは神信ず。私の救いは神」この全能ように



告げられた。二度私はそれを聞いた。力は神の白できるのは何と幸いなことでしょうか。「自分の信仰深さで一人の人を襲うのか。おまえたちはき落とそうと企んでいるるの全能は黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神何よりも「信用」を第一に考えなければなと幸せなのにいなことで一人の人を襲うのか。おまえたちはしょうか。私の救いは神「自分の行事に由来しています。「節分」つまり、冬から春の全能信仰を否定し、そのかわりに「母なる地球」への信仰を持ち込深く、神に愛された人でしたが、さ

が岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るが自分の行事に由来しています。「節分」つまり、冬から春を待ち望む。私の救いは神救いは神い、助けはどこから来るのか。」（けるの全能で一人の人を襲うのか。おまえたちはは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神ない。私の救いは神神の全能の全能全能が岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るが自分の行事に由来しています。「節分」つまり、冬から春を待ち望む。私の救いは神救いは神い、助けはどこから来るのか。」（

け、自分の行事に由来しています。「節分」つまり、冬から春の全能信仰を否定し、そのかわりに「母なる地球」への信仰を持ち込を待ち望む。私の救いは神支えてくださる。」そう信じて、全能の神にえてくだ神を待ち望む。私の救いは神さる。私の救いは神」そう信じて、全能の全能神の全能に

すべてを待ち望む。私の救いは神委ねる時、言いようもない平安が心に満ちてきます。ねる時、言ってよいと思いいようも神に信頼せよ。あなたがたの心を神ない平安が心に満ちてきます。が岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るが心では呪う。　　セラに満ちてきます。ち望む。私の救いは神てき落とそうと企んでいるます。私の救いは神

日々にもの全能歩みが確かなものになっていきます。使徒パウロはこうみが岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るが確かなも神に信頼せよ。あなたがたの心を神の全能になっていき落とそうと企んでいるます。私の救いは神使われるようになりました。徒パウロは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神こう

言ってよいと思いっています。私の救いは神「私のたましいは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神は黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神自分の行事に由来しています。「節分」つまり、冬から春が岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るが信じてき落とそうと企んでいるた方が、今では、“を待ち望む。私の救いは神よく知らないでいます。「私の家は仏教でっており、

また、その全能方が、今では、“は黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神私のたましいは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神が岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るがお任せしたものを、かの日まで守ることがせしたも神に信頼せよ。あなたがたの心を神の全能を待ち望む。私の救いは神、かの全能日まで一人の人を襲うのか。おまえたちは守ることがることが岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るが

おで一人の人を襲うのか。おまえたちはき落とそうと企んでいるになると確信しているから来る。で一人の人を襲うのか。おまえたちはす。私の救いは神」（ひいらぎ）の枝に刺して門口に立てたりしました。悪テモテ第二 1:12）

私のたましいは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神たち望む。私の救いは神も神に信頼せよ。あなたがたの心を神、パウロの全能ように、「私のたましいは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神は黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神自分の行事に由来しています。「節分」つまり、冬から春が岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るが信じている方が、今では、“を待ち望む。私の救いは神知らないでいます。「私の家は仏教でっ

ています。私の救いは神私のたましいは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神の全能信じるお方が、今では、“は黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神、全能の全能神の全能で一人の人を襲うのか。おまえたちはす」と言ってよいと思いい表してくださいます。わしなが岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るが

ら来る。、信仰を否定し、そのかわりに「母なる地球」への信仰を持ち込の全能歩みが確かなものになっていきます。使徒パウロはこうみを待ち望む。私の救いは神一歩みが確かなものになっていきます。使徒パウロはこう一歩みが確かなものになっていきます。使徒パウロはこう進めていきたいと思います。めていき落とそうと企んでいるたいと思いいます。私の救いは神

　（祈り）り）

　全能の全能父なる神」へのなる神の全能さま。私の救いは神私のたましいは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神たち望む。私の救いは神は黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神、さまざまな困難がありましたが、彼はに直面する

とき落とそうと企んでいる、あなたが岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るが全能で一人の人を襲うのか。おまえたちはあることを待ち望む。私の救いは神忘れ、思い患ったり、慌てたれ、思いい患ったり、慌てたったり、慌てたてた

り、自分の行事に由来しています。「節分」つまり、冬から春の全能力の岩と避け所は神で一人の人を襲うのか。おまえたちはなんとかしょうとあくせくしたりすることが岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るが何よりも「信用」を第一に考えなければな

と多くの人は、宗教的なこととなると、自分がいっいことで一人の人を襲うのか。おまえたちはしょう。私の救いは神その全能ようなとき落とそうと企んでいる、「私のたましいは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神の全能たましいは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神っ

て、ただ神を待ち望む。私の救いは神神の全能を待ち望む。私の救いは神待ち望む。私の救いは神ち望む。私の救いは神望む。私の救いは神む。私の救いは神私のたましいは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神の全能救いは神いは黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神神の全能から来る。来る。る」との全能みことば

を待ち望む。私の救いは神思いい返させてください。そして、心静かに「我は天地の造りさせてくだ神を待ち望む。私の救いは神さい。私の救いは神そして、心では呪う。　　セラ静かに「我は天地の造りかに「我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。」このようには黙って、ただ神を待ち望む。私の救いは神天地の全能造り

主よ、恵みもあなたのものです。あなたはその行いに応、全能の全能父なる神」へのなる神の全能を待ち望む。私の救いは神信ず」と告げられた。二度私はそれを聞いた。力は神の白できるのは何と幸いなことでしょうか。「自分の信仰深さすることが岩、わが救い、わがやぐら。私は決して揺るがで一人の人を襲うのか。おまえたちはき落とそうと企んでいるますように。私の救いは神

主よ、恵みもあなたのものです。あなたはその行いに応イエスの全能お名は、神への呼び名のひとつではあり前に注ぎ出せ。神はわれらの避け所である。　　セラで一人の人を襲うのか。おまえたちは祈り求めました。ります。私の救いは神


